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すさみ南 IC 交通量 



















た。流入数カウントは、平日 3 日間と休日 3
日間の平均値によって交通量概要の割り出し
を行った。道の駅すさみの駐車場のキャパシ


















られる。すさみ ICへの上下交通量は約 1900 台、白浜方面上下交通量は約 2200 台、串本方面への上
下交通量は約 2400台であり、域内交通においてはすさみ IC の影響は大きくないことが判明した。さ
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図８ 象鼻杯：蓮の葉で酒を飲む 図９ れんこん料理（一例）
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・ 担当：尾山廣、松田義徳（V 科・B4）連携：由良町役場総務政策課・宮下幸一朗課長 
・ 目的：由良町の特産品である由良早生ミカンの特徴を活かした線香の開発を目的とした。 
・ 結果：試作線香(昨年度製造)の品質向上と市場ニーズの調査を目的に，和歌山県民及び摂大生を対




































20歳代：30名[男 20、女 10]，30歳代：14名[男 4、女 10]，40歳代：22名[男 4、女 18]，50歳







































































































 図５ 模型写真 
（左上：窓口付近，左下：こどもコーナー，右上：他産業就農研修室付近，右下：全体俯瞰） 























図１ 増改築と使い方の変遷の例（夫婦＋子ども 2人） 
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第八中学校および八木邸等を網羅する東西 4km×南北 3km の範囲を
模型製作範囲とした。模型の縮尺は一般の方でも理解しやすいように
千分の一（1/1000）とした。 
図 3に模型の割付図を示す。模型範囲を 30分割（南北 6 



















年生と 3 年生は建物班とし、20 名が建物作成
を担当した。建物班には、「3mm 厚のバルサ
材は、1/1000縮尺では建物の平均 1階高さ 3m
図 2 模型製作範囲 
























































表 1 プロジェクトスケジュール 





写真 1 敷地を初めて合わせた日（10/22） 
写真 2 敷地上に建物を配置（10/22） 
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写真 3【敷地班】学生の発表（11/19） 






















2016年 8月 14日、寝屋川市内では 162mm/時の大雨に見舞われ 1）、摂南大学周辺地域の池田中町に





表 2 に水路に対する事前調査と詳細調査の概要を示す。事前調査日程は 12 日間であり、その内 3 日
間は雨天時に調査した。また、事前調査項目は水路幅、水の有無及び流れの有無など全 10項目とした。
詳細調査は前日が晴天だった 11月 21日と前日が雨天だった 28日に実施した。また調査前日に降った



















晴 0mm 20.5℃ 13.3℃
晴 1mm 16.8℃ 12.2℃
雨 33mm 12.2℃ 10.9℃




































































【参考文献】1)寝屋川市、平成 24 年 8 月 14 日の短時間豪雨による災害検証報告書、平成 24 年 12 月、2)寝屋川市、寝
屋川市洪水ハザードマップ、平成 25 年 6 月、3)細川巧、池田中町における水路調査を基にした内水氾濫対策、摂南大学

















町 ・石津中  ・葛原 
調査範囲（12 町域） 
図 6 池田中町水路調査結果 3) 
回答人数 12 名、総回答数 32 
図 7 地域にとって魅力的な大学のサービス 
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